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係数皿…・…・・…1

保険数学I　（問題）

工．死力μ，＝λ十Bぴ（λ，B，0は定数）のとき

怖、一べ。凹帆甘

を示せ。（ここにt？7は保険金即時払，保険料連続払の責任準術金を表わす。）

2． 次の給付を行なう，加人年齢工歳．保険料払込期間”年の年金付終身保険を考える。

　　1リ死亡二したとき，保険年度末に1を支払う。

　　Ui〕第π十1保険年度以後の各年度始に生存しているとき，年金額だを支払う。

この保険の年払鈍保険料が，加人年齢κ歳，保険期間冊年の養老保険（保．険金年末払，保険金工）の

年払鈍保険料以下であるとき次の間に答えよ。

　　11〕　たの最大他を求めよ。

｛2〕

^㍍二幾終幾算葦蔦黛準備金

とするとき，次のことを記1明せよ。

　＾ら≦κ、司　　〔’≦岨〕｛

　’篶≦1　　　　（土≧n＋I〕

3．終身保険において，予定利率｛をレいご変更するとき次のことを証明せよ。

　　　は〕鈍保険．料が増カロする。

　　　12〕鈍保険料式費任準備。金が増加する。（すべての‘（経過年数）について（圭≧1））

　　ここに

　　　U〕保険金年末払，保険料年払（終身払）

　　　liリ　純保険料式責任準備金は経過年数｛とともに単調増加とする。　（予定利率｛，ト比

　　　　の両方の場合について）

　　　｛iii〕　oくkく｛

4．次の給付を行なう保険期間n年の夫婦連生保険を考える。

　　　li〕契約時よりの経過｛年で，夫が妻の生存・担に死亡した場合保険金8‘を支払い，以後は保険

　　　　料の払込を免除する。

　　　li11妻が死亡した場合は夫の生死に関係なく保険金ユを支払い，契約は消滅する。

　　　　　　また妻が満期まで生存した場合も保険金1を支払う。

　　契約時の年齢は夫工歳，妻ψ歳とし，保険金即11寺払，保険料連続払とする。

　　また死亡表は夫婦とも同一で，付加保険料は考えない。

　　このとき，次の間に答えよ。

　　　は〕この保険の保険料年額P，および保険料払込免除後の責任準備金巧について算式を記せ。

12〕経過f年で夫婦共に生存している場合の責任準備金”の算式を，将来法および過去法で記

　せ。この場合巧は既知としてよい。
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係数皿・…　　2

13〕ω■2〕を月1いて・篶川について次の微分方程式が成り立つことを示せ。

　　州　　一　　　　　一
　　万＝舳一μ州（1一篶〕

　　ψ　　　　　　　　　　一
　　万＝P＋δK■μ1・！（8けト巧〕一μ1・1ト篶〕

5．次のA，B，C3問のうち工間を選んで解答せよ。

　A．π年満期養老保険（保険金年末払，保険金1，予定利率｛）の年払純保険料相当額尺、司を毎年徴収

　　し，予定利率に基づく蓄積保険料相当額（”・κ＝司一’＿κ＝司〕を別途積み立てて運用する変額保険

　　を考える。　（第｛保険年度の実際利回りをづさとする。）

　　　この変額保険の給付は一次のとおりとする。

　　　1η第f保険年度の死亡給付・…・・………1＋κ＝司＿仏、司

　　　Uリ　満期生存給付………・・・・・・・・・・………・・。K：司

　　　　ここに

　　　　①κ、司＝1別途積立てた積立金

　　　　　　　　　　（・篶：司＝O，κ、司〉O（1≧1〕〕

　　　　②‘篶＝司二予定利率に基づく責任準備金

　　　　　　　　　　1必、司＝O，必、司〉O（1≧1〕、κ、司鉋1〕

　　　　③い〃王、司r一山、司〉01土＝1，2，．．，，η〕

　　　このとき，次の間に答えよ。

　　　　は〕　1－1y。＝司一H篶：司を，づ，4，〃；、司　および一篶、祠を用いて表わせ。

　　　　　　ここに±＝2，3，＿，ηとする。

　　　　12い一1γ；＝司一正一・・1一ら1司および！γ；：司一ムピ〃，＝祠とするとき，1．1、を

　　　　　　｛，占H1左1・1－1孔1司および1孔1司．を用いて表わせ。ここに｛＝2，3，＿，冊とする。

B・ある企業の従業員について，工歳の従業員数が常に尖で（定常状態を仮定する。），またπ歳の給

　与か見で表わされるものとし・乏工および瓦ば工について微分可能とする。また定年年齢をω歳，入

　社年齢をε歳とするとき，次の間に答えよ。ただし銭≒oとする。

　　11〕　e歳で入社した従業員の退職時平均給与を瓦十∫（ε）と表わしたとき，∫｛ε）はどのように表わ

　　　　されるか。

　　12〕見がB匝＝oエ十bと表わせるとき，従業員に関する次の資料から。およびbを求めよ。

人社年齢

平均年齢

平均給与

退職時平均勤続年数

退職時平均給与

20歳

35歳

25万円

20年

30万円
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係数II…　・・3

C．ある保険会社が冗俳の次のような保険契約を保有しているものとする。

　　li〕　1契約について年間の保険事故の発生回数はポアソン分布（平均値〃）に従うものとする。

　　liリ保険事故が発生したときの支払保険金額の分布は，指数分布に従うものとし，その確率密度

　　　　関数∫（躬）が，∫（工〕＝λセルと表わされる。

　　　　このとき，次の間に答えよ。

11〕　この保険会社が年間に支払う支払保険金額の平均値を求め，契約1件当りの年払純保険料を

　求めよ。　（予定利率は，考慮しないものとする。）

12〕1！〕の純保険料Pに対し，契約1件当り11＋θ）Pを徴収するものとする。

　　この保険会社の年間収支が正となる確率をb以上としたいとき，θをどのように決めれぱよ

　　いか。ここでは，支払総保険金額8の分布は正規分布で近似できるとし，

　　　　　ノ

法∫∵㌦・1帆
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1．

利ソ

　　‘oo＝＿
　　　　P㍍

　　｛oo）＿
．’

D　。V』

　　保険数学1I（解答例）

　　oo　　　　　　　　　　　　　　　　oo
＝∫　砂㌦Pwμπ、y砒二∫　砂㌧Pw（A＋BC”れ）dt
　．0　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　。。　　　　　C”　　。。
＝A∫　tp＾4t＋　　　　　　∫　がtpw（BC榊t斗BCyハ）批
　　o　　　　　　　C五十Cサ．o

　　＿　　　Cx　　。。
＝Aaw＋一一…一一・∫　がtpw（μ五、t＋μ7，t－2A）砒
　　　　　　CH＋Cソ　o

　　　　　　　Cx
＝Aa洲十　　　　　　（A亜ジー2Aa榊）
　　　　　　C兀十Cy

　　　CH　　　　　　　Cし一Cソ

＝一 @　　　Aw一　　一一Aaw
　　Cx一トCソ　　　　　CH・・十CΨ

　　A王ソ　　　　C”　｛oo〕　　　　C”一Cy

＝…��｡一＝u…一1I一’’■Pw■A
　　aw　　　　C北十Cソ　　　　　　C”十Cy

　　　　　　‘oo〕
＝A東÷［：y，t・一　p具yaH，t：ヲ、t

－／C、、㍗ソ、、・一・lllllllll・孟・・＝…／

　　　　…／∴㌦一11111正一・・／

　　　Cx　　　＿．、　　　　　｛oo）＿　＿
＝・一…一一一一一・一一・一・ iA亜、t：y，t－　　pwa”、t：7，t）

　　Cx＋Cソ

　　　Cx　　l。。，
＝一一・・一一・一一一一一一一一一 @　tVw
　　C”一十Cy　　　　　　　　　　　（以上）
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2．ω　年金付終身保険および養老保険の年払純保険料をP”およびP巫編とおくと、

　　　　それぞれ次式で表わせる。

A蘂十k　n1会” A＾十kA洲告白互、＾

P茸二
a。旧

A具縦十A州士

自π；司

（A鴉、n＋k葛亜、n）

自莇：司

　　　　　A報納
P出・高1＝一一一一・一一一一一＝　一

　　　　　自剛司

A圭掘十A出去

葛莇観

また、AH＝1一・d葛。であるから

　　　　　　　　Ax；去1
P”司一一Px＝一・一・一一一・・一一’

　　　　　　　　自冗：司

（五一A”、n－k自鴉、m）

Ax：告査x、＾

竺（d一・k） ・・…@④白州司

P・用≧P・であるからd≧kとなり・kの最大値は・dであ乱
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121①　t：…≡nのとき、一’tV兆≦tV。胴を証明する。

　　tV＾＝Ax＾十k・n－t　■会報・t－p”葛Hハ…n

　　　　　芒AH㍍：ザ富一1〈H．t：■司　（A”、、十k葛H、、ジーP”着亜、t言n

　　tV川司＝A出t：五＝τ1－Px：司身蘂、t：n

　　　　　　＝Aパt：五司十A’、t：尚一P克；司葛K、“同

　tV。：司…tV”＝Ax．t…■珊（1－A荒川一k自“、＾）一（Px編一P”）自κ、t；n

　　　　　　　　　＝（d一一k）Ax．t＝“i］自x州一（P“；刃一Pκ）自■、“同＝⑬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身x；司
　　　　⑳より、　（d－k）aH、血＝（Px：司一P鴉）　　　　　であるから、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A。：由

　　　　　　　　　　　　　　　AH，t；■刃葛洲司
　　　　⑬＝（P川司　一p”）（　　　　　　　　　　　一ax，t1司）二・｛0

　　　　　　　　　　　　　　　　　A。＝士1

　　Ax＝会＝A洲もA齪。t：“確，白亜：司＝身x用→・Ax｛葛”、t；nであるから

　　　　　　　　　　　　　　　自π：η
　　　　O＝（正）氾盃1－PH）　一　　　　＝（P鴉；司一P報）／P川も≧0
　　　　　　　　　　　　　　　A。｛

　　　　従って、　tV克≦tV州司となる。

　②t≧nのとき、。V克≦1を証明する。

　　　　　じV”＝A蜷、t＋kaH，t

　　　　　　　　＝1－d菌罠、し十k註”、t

　　　　　　　　＝1…　（d－k）　葛麗、t≦1

　　　　従って、　tV。≦1となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

一72一



3．（1）ファグラーの再編方程式は

　　　（。V＋P）（H・・i）㍉、一V・・トq冗、。（1一。、lV）　　　　　H・・①

　　　（。V’・1・P’）（1＋i一・一k）㍉、1V’・トqπ、t（11，iV’）　　・…　②

　　②式は、

（tV－1△tV斗P＋△P）（1・十i一一・k）＝し、lV・1一△t，lV＋q、、t（1一（t，IV＋△t，lV））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…　⑧
　　⑧r①は、

　　　　（△しV＋△P）（1＋i）十・（しV＋△tV＋P＋△P）（一k）二（1－q比、t）△t＋一V

　　　　（△tV＋△P）（1・・トi）一（1一一・q、、t）△t，IV二一（tV＋△tV＋P＋△P）（一k）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（。V＋△tV＋P＋△P）k　・…　④

　　④式の左辺に抄D克、・を乗じて、t＝0からt＝ω一xまで加えると、左辺は

　　　　，ωぺ　　　　　　　　　　　　　　　互亜、t、一

　　　　　Σ｛（△oVト△P）Dx，t一　　　　　　砂D”、t△t，1V｝
　　　　…　　　　　’　坦、、、
　　　　　ω・H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω一H
　　　　＝　Σ（△tVD坦、t一一△t、一VD”、t，1）十△PΣD冗、t
　　　　　t＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト0

　　　＝△P・N苫　　　　　　　　　（∵　△oV＝△ω．H，1V二0）

　　左辺i右辺より

　　　　　　　　　　ω一x
　　　△P・N。＝kΣ砂D”、t（。V。十△。V＋P＋△P）　　　・…　⑤
　　　　　　　　　　t＝o

　　　　　　　　　　　　　　　ここに　tVx＋△tV＋P＋△P＞0

　　よって　△P＞0
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12〕③一①より

　　（tV一トP）（…k）・｛（△tV→△P）（1＋i－k）一△t、一V＋qπ、t（一△t，1V）

　　PH，t△t，1V＝（△tV・・ト△P）（1＋ピ）一一・k（庄V＋P）

　両辺にがD隻、tを乗じて

　　D二、。、1△巳、1V・・（△。V＋△P）D隻、r砂’D二、。k（。V＋P）　・…　⑥

　　c（t）＝一一k　（tV＋I））

　　f（t）＝D二、。△。V　　　　　　　　　　（△。Vの符号はf（t）の符号と一一致）

　　g（t）＝D二、。△P＋砂’D二、tc（t）＝D二。t（△P＋が。（t））　とすると

　　⑥式は　　△f（t）＝g（t）　　　　　　　（△f（t）＝f（t＋1）一f（t））

　　f（0）＝f（0）一x）＝0より、g（t）　（＝△f（t））はつねに正あるいはつねに

　　負ということはない。

　　c（t）＜0でtVが単調増加なので。（t）は単調減少。よってg（t）の符号は

　　十から一一へ1回だけ符号変換する。

　　よってf（t）は最初増加し、あと減少して、f（t）〉O。

　　したがって　△8V〉0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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4．（1） 1、

∫が・St・、Pw・μ舳t批十AΨ；司

　　　P＝　一」
　　　　　　　　　　　　Tw掘

　　　Vt＝　A÷。い正竈

　（2）　（将来法）

　　V。二（将来の給付現価）一（将来の収入現価）

　　　　　　n－t　　　　1∫　砂τ・St。τ・τP、。い、＾・μ、。t。τdτ十Vt－Paπ十t㍑ハ編＝高

　　　　　0

　　　　（過去法）

　　　契約時より経過t年までの収支を、契約時での現価で考えると

　　　　（収入現価）＝P　a舳τ

　　　　　　　　　　t　　　　（給付現価）＝∫ωτ・Sτ・τp　wμ肘τdτ十A占m
　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　＋ω㌦P舳Vt斗が（1－tP“）tP，サt

　　これより　A占：η十ω㌦pΨVドA。縦を使って整理すると

　　　　　　　　　　　　　　　　t　　がtPw（Vt一▽t）鶯pa”州司一∫砂τ・Sτ・τPwμ〃τdτ一A”石1
　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…　⑧
∴。、士。1 冝A，田．ゴ、1．。、．、、、、、、κ。、一見、百1川、

　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　〃tPw

一75一



（3）　（1）より帆＝　A。、。：nであるが、これを過去法で考えると

　　　（2）中の式五■吾：τ1＋砂㌧pΨVt＝X”司　となる。

　　これをtについて微分すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仰。
　　　　が。P〃。、。十砂㌦P。（一δ▽ドμ。、。帆十　　）＝0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砒

　　これより　仰。
　　　　　　　　　　　＝δ▽t一μy，t（1－vt）
　　　　　　　　　砒

　　㊥において、両辺のtについての微分を考える。

　　　d
　　　一｛抄㌦P”y（Vt一・▽t）｝＝一δがtPw（V、一Vt）
　　　〃
　　　　　　　　　　　　　一む㌦Pw（μx，t＋μソ、t）（Vt－Vt）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
　　　　　　　　　　　　　＋砂㌦P”y一（Vt－Vt）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砒
　　　　　　　　　　　　d
　　　　　＝砂㌦Pw｛一（Vt一▽t）一一（μ”、t＋μヲ、t＋δ）（Vt－Vt）｝

　　　　　　　　　　　　砒
　　　d　　　　　　　d　　。
　　　一一（Paw：・邊）＝P一一（∫砂ττPπ7dτ）＝P種㌦Pw
　　　砒　　　　　　　　砒　　0

　　であるから　⑧の微分の結果は

　　　　　　　　　d
　　　　種㌦P克y｛一（Vt一マt）一（μ、、t＋μソ、t＋δ）（Vt－Vt）｝

　　　　　　　　　砒

　　　　＝がtPwP一がtPwμH，t　St

　　となる。これより

　　　　d
　　　　一（Vt一▽t）土（μ”、t＋μ7，t＋δ）（Vt一サt）十P一μx，t　St

　　　　砒
　　　　　　　　　　　　　仰。
　　が成り立つ。さらに　一一一一一＝δ▽ド～、t（1一▽。）であるから
　　　　　　　　　　　　　　批

　　　　dVt
　　　　　　　＝P＋δVt一一μ＾、t（St＋▽t－Vt）一μ’、t（1－Vt）
　　　　　砒

　　が成り立つ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

　　　　　　　　　　　　　　　　一76一



5一一・A．

ω予定利靴基ブく蓄積保険料ネ目当額＝1・V・；ザ・一1V洲・0（・・1）

　　　であるから、定義により

　　　｛t一一V妄；■1＋（砂・tV蘂：司一一t、一Vx：祠）｝（三十it）＝tV三州　　（t≧1）

　　　したがって、

　　　　　　　　　　　　　　　　　tVx：高1　　　　　tVx縦
　　　　」．1V，：刃　　t．lV束・亮1一一　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋1t　　　　1＋i

12〕ωの等式で、　t－1篶：高1＝k　t．1・t．一V蘂；司，’tV；：司＝kt・tV”縦

　　を代入す号と、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kt　　　　1
　　　（kレ1－1）・t、一Vx・五1芒tVH：元1（　　　　　一　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋i　t　　1斗i

　　（1＋it）｛tVx州→一（kt一一一1）（1＋i）t．lVx；司｝二kt（1＋i）・tV報：司

　　　ここに、A芒tVx納ぺ・（kt．ドー1）（1＋i）一t．lV蘂；司〉0　である。

　　　　　　　　　　　　　　tVx：司
　　　　　A＝（1一・トi）　｛一一一一一一一一一t，lV出司十kt．一・t．一V蘂：司｝

　　　　　　　　　　　　　　　1＋・i

　　　　　　　　　　　　　　tV出司
　　　　　　＞（111）　｛　　　　　　　一t．lV蘂；司｝＞0
　　　　　　　　　　　　　　　1＋i

　　　したがって、

　　　　　1＋i　t坦kt（1＋i）、tVx：司／A　　　　　　・…　　　（i）

　　　または、直接的に、

　　　　1＋it＝tV三：司／｛（秒・tV洲司…t．1V川司）斗t．1V妄：司｝

　　　　　　　　　　　　　　　　しVx：司
　　　　　　＝kピtV尻用／｛一　　　　　　一t．lV洲万十kt，I．t．IV“縦｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　1一トi

　　　　　　巴kt（1＋i）・tVx：司／A

なお、本間の意味としては、前年度および当年度の保険年度末積立金の対予定準備金

比率を与えたとき、保険料分解を行わず実際利回りを求めることにある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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　5・・一B．

　ω　　　　　ω　　　　　　　　　　　ω　　　中途退職者数は、∫　μ、・Z五批、これらの者の給与総額は、∫　μ兄・坦蘂・B、批

　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　と書ける。また、定年退職者数は坦ω、これらの者の給与総額は互ω・Bωである

　　　カ・らBo→f（e）は、

　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　∫　μパβパB巫伽十Zω・Bω
　　　　Bol　f（e）＝　　≒
　　　　　　　　　　　　∫　μ。・坦。伽十”ω
　　　　　　　　　　　　○
　　　この分母分子を変形すると

　　　　　　　　　ω　　　　（右辺分母）＝　∫　一＾伽十五ω

　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　＝　［一＾］　十尼ω
　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　＝　　互。

　　　　　　　　　ω　　　　（右辺分子）竺　∫　一＾・B亜批十”ω・Bω

　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　ω　　　　　　　＝　　〔一坦パB”］　十坦ω・Bω十∫　垣パB二dκ
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　＝　　Zo・Bo＋∫　βパB二か
　　　　　　　　　　　　　○
　　　よって
　　　　　　　　　　　　1　　ω
　　　　B〇十f（e）＝Bo＋　　　　　∫　互”・B二dx

　　　　　　　　　　　　”。　。

　　　これから　　　　　　　1　　　ω
　　　　　　f（e）＝　　一一　　∫　旦パB；批

　　　　　　　　　　z。　。

　　　　　　　　　　　　　　　　王　ω
　｛2〕　α〕カ、ら、Bo＋f（e）　＝a　e＋b＋a・　　　　∫　坦x血

　　　　　　　　　　　　　　　　垣。。

　　　　　　　　　当ae＋b＋a・eo
　　　よ二て、40、・。一300000　　．．．．①

　　　また、

　　　　　ω　　　　　　　　　　　　　　　　　ω
　　　　　∫　x＾批　　　　　∫　＾・（ax＋b）赦
　　　　一一虫一一ω　　　＝35，　　ω　　　　　＝250000
　　　　　∫　坦五批　　　　　　　∫　＾血
　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　であるから、

　　　　　　35a＋b＝250000　　　・…　②

　　　①、②を解くと　a空10000，b＝一100000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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5－C
確立変数　！，X，Sを　I：1契約について年闘の保険事散発生回数

　　　　　　　　　　　X：1契約あたりの支払い保険金額

　　　　　　　　　　　S：保険金祉が支払う総保険金額
とするとき、

　　　　　　　　　　　一〃　　　旺　　　　　　　　　　e　　　ツ
　　Pr（I＝k）：
　　　　　　　　　　　k！

また、　（X　l　I＝1）は、密度関数がλeψ（一λx）なる指数分布である。

一般に、E（X）＝・E（E（X　l　I））であるから

　　　　　　　　　　1　　　　　〃
　　　　E（X）＝E（一1）二一　　・・H①
　　　　　　　　　　λ　　　　　λ

また、var（x）＝var（E（x　l　I））十E（var（x　l　I））から

　　　　　　　　　　1　　　　　　　1
　　　Var（X）＝一一一一Var（I）十　　　　E（I）
　　　　　　　　　　λ2　　　　　　λ2

　　　　　　　　　2レ
　　　　　　　　ニー　　　　　　　　　・…　②
　　　　　　　　　　λ2
これから、

　　　　　　　　　　　　　　　nツ　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　ω　E（S）＝n・E（X）世一一一　　　　よって、　Pま一
　　　　　　　　　　　　　　　　λ　　　　　　　　　　　　λ

　〔2〕　Pr｛S≦（1＋θ）　・nP｝≧：b

　　　Pr　｛S≦（1＋θ）　・1ミ：（S）｝≧b

　　ここで、Sは正規分布で近似できるとしているから

　　　　　1　　　　｛1＋θ工匠㈹　　　　　（x－E（S））2

　　　　　　　　　∫　　　exク｛一　　　　　　　　　｝dκ　≧b
　ブ2πVar（S）　■。。　　　　　　　　2Var（S）

　　これを変形すると

　1　　　＾　　　　x2　　　　　　　　ただし
　　　　∫　eψ（一一一）批　；≧b　　　　　　　θE（S）

汗州　　　2　　　　　　　A＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町

よって　①、②から　A≧a

・1・ ?E・
（以上）
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